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水力発電所建設における災害の原因と防止対策

§1水力発電所建設事業は災害が多い

1-1 一般産業に比較Lてどうか

この数年来水力発電所建設を始めとする建殷工事が椛

んに行われて来ているが，残念なことに水力発電所建設

は労働者の災害が非常に多いと云われている。その具体

的な数字を挙げて説明すると，例えば，死亡労働者数で

あるが，全産業（鉱業を除く）では昭和 23年度を仮に

100人とすると，昭和 28年度では 167人に増加してい

る割合となるが，これが建骰事業では昭和 23年度を

100人とすれぼ，昭和 28年度は 35c;人に増加し，その

増加率は全産業の倍になつている。これは他産業が横這

芳しくは減少状態にあるとぎにひとり土建業のみが著し

く増加状態にあるところから来ているのである。しかも

土建業の中でも増加の主体は水力発電所建設業である。

これは死亡者数についてであるが，負傷数についても同

様な傾向にあると考えて差支えない。

しかし或る人は水力発電所建設は工事の絶対量が多い

から，労働者災害もそれに伴つて多いのは当然だと云う

かもしれない。この反論としては，総延労働時間当りの

労働死傷数を廷 l,000, 000労働時間当りの労働死傷者数

に直して，比較すればよい。これを度数率と称している

が，昭和 28"年度における各度数率を比較してみると，

全産業（鉱業を除く）は25人，建設業は64人，水力発

電所建設業は 119人で，水力発電所建設業は圧倒的に多

い。これを見ても水力発電所建設業の災害は絶対数ばか

りでなく比率でも多いことが分る。

1--2 建設業の中てはどうか

建設業を水力発電所建設業，ずい道建設業，河川工事

業，道路工事業，鉄骨鉄筋建築業等に分けた場合，水力

発電所建設業は労働者災害でトップを占めている。例え

ば，労働省労働基準局安全課の調査によれば，昭和28年

度において，水力発電所建設業は死亡者数においては全

建設業の約22%, 休業8日以上の負傷者数においては

約 21%を占めている。

§2なぜ水力発電所建設事業に災害が多いか

水力発電所建設はずい道工事とえん堤工事が主体であ

るために作業環境及び条件が悪く，更に工事費に比べて

，エ期が短く，而も入的構成が悪いこと等のため災害が多

い。これらについて少し説明を加える。

2-1 作業環境か悪い

イ 工事の初期は峻瞼なところ，河水中等での作業が

多い。

ロ 暗く狭いずい道内での作業が多い。

ハ ずい道では湧水が多い。

ニ ダ‘ムサイトでは，桓めて高く足がかりの十分ない

ところの作業が多い。

ホ 落盤，土砂崩壊，落石の危険が多い。

へ 現場が常に変貌しているため，一定な，安全な，

整理整頓のゆ含居いた環境を作ることが難しい。

2-2 作業条件が悪い

イ 突貫工事でエ期が短いため無理をする。

ロ 夜間，降雨雪時でも作業する。

，、 自然相手のため一定した作業でない。

ニ 自然の脅威を受け易い。

ホ 仕事が他に比べて粗い。

へ かなりの重様械を使用する。

2-3 人的構成が悪い

この工事の労働者の特徴として

イ 近隣の農夫等の素人が多い。

ロ 労働者の出入が激しい。

9ヽ 性質が粗暴である。危険に対して鈍い。

ニ 渡り烏が多い。腰が落着かない。

ホ 安全作業の指導者が居ない。

ヘ 安価な英雄主義的な気風が多い。わざと危険なこ

とをするおそれがある。

卜 熟練丁が少ない。

というような点が挙げられる。

§3水力発電所建設においてとんな工事

及び作業に災害が多いか

先に述べたように，建設業におげる災害の中で，水力

発電所建骰業の占める率は大きい。このことをもう少し

詳しく知るために，当研究所において以下の第3乃至第

7節に述べるような統計を作った。

これらの統計の資料となつたものは，昭和 28年度の

12道県におげる水力発電所建設関係の死傷病報告書の中

の休養見込日数 28日以上の雷傷及び死亡のものであ

る。対象となった 12道県は同年に水力発電所建設工事

が比較的盛んに行われたと思われるものの中から次のよ

うに選んだ。

l, -

岐阜，群馬，北悔道，宮崎，、福島，静岡，岩手，富山

高知，新潟，山形，熊本

3_:_ 1 工事及び作業に対する災害の分布

この統計においては，水力発電所建設業を

I. ずい道工事

JI, えん堤工事



皿発電所//IV. 道路//
V. 骨材製造運搬，他

の5工事に分げ，各工事を更に「施工機械の連転及び取

扱」と「人力作業及び行動」との 2つに大きく分け，「施

工機械の連転及び取扱」を

(l) 削岩機

(2) 杭打機

(3) トラック，パワジョベル，他

(4) トロ

(5) 索道

(6) ケーブルクレーン，軽索

(7) デリック，エレベータ，他

(8) クラッジャ， ミキサ，他

(9) ポンプ，木工槻械，他

に分け「人力作業及び行動」を

(10) 掘削

(11) 土砂岩石逓搬

(12) 土留主，支保エ

(13) 土工用段取，他

(14) 型枠エ

(15) コンクリート工，鉄骨鉄筋工

(16) 構築用材料連搬

(17) 構築用足場，他

(18) その他の作業行動

(1-9) 工場における作業行動

に分けた。これらの見出しの意味及び内容については脚

註を参照してほしい。

以上の分類にしたがつて災害を工事別及び作業別に分

類したものが第 1表である。

第 1表 工事及作業に対する災害の分布

（数字は重傷者及び死亡者数）

c;,~;:-1 隧道III堰堤国讐IV三塁
作業----―--------------- -, ----------------一喜夏I-----
施工機械の
蓮転，取扱

419 167 96 27 I 

入力作業
及び行動

569 291 

合計 988 458 265 114 618 2443 
”―- - -- -

全災害に対
する比率％

"10. 4 18. 7i 10. 8 4. 8 25. 3 100 
―-―- -------------~-1-----、- -、--- ----- -

作業行動災害 I 

に対する機械 73. 61 57. 4 56. 8 3 I. 01 103. 01 72. 0 
災害の比率% I I 

169 87 

313 

305 

計

1022 

1421 

第 1表から分る事柄を列挙すると，

ィ エ事別分類ではずい道主事が全体の 4割を占め，
―ー・ .,,. _・ 

断然多い。

ロ 道路工事は甚だ少い。これは工事量の占める率が

他より少いためであろう。

作業別では，胞主機械の連転取扱時における災~~

が意外に多く，入力による作業及び行動時における

災害に対して四分六分以上になつている。

3~2 施工機械運転取扱時における災害の内訳

第 1表の中の麓エ楔械の運叡取扱時における災害を更

に詳しく分類して第2表に示す。

第 2表 施工機械の連転取扱時に於げる災害の内訳 （数字は重傷者及び死亡者数）

計

．．．．．．．ー・

~---------- 工事 I I 
---------- ----- i隧

業―-----~--:
％ 

作

糠機 i ＇ 

76 I I 13 I I ， ， 
3 3 8 I ： ， 

31 104 0 (1)繋 岩 5 9.8 

(2)杭 打 0.4 

(3) トラック・パワショベル他 13 7 ， 63 100 9.8 

. (4) ト ロ 250 52 35 10 57 404 39.5 

(5)索 道・ ， 6 4 1 64 84 8.2 

(6)ケーブルクレーン・軽索 6 45 15 32 98 9.6 

t7Jデリック・エレベーク他 34 
23 8 20 I 

4 41 122 12.0 

(8)クラッシャ・ミキサ他 19 4 汽 40 71 6.9 

(9)コンプレッサ・ボンプ他 11 13 4 1 I 39 3.8 

•ヽ---- -- ---- -- - -II III IV I V 
道堰堤発電所道

I 
路骨材製造！
連搬，他：

第 2表から分る事柄を列挙すると，

イ 工事全般からみれば， .l:.!1..関係の災害が圧倒的に

多いQ l:.. ど五災害はずい道工事を始め他のあらゆるエ
事においても常に災害のトップを占めている。

第 2位は「(7)デリック，エレベータ，他」である口

がこれらはずい道工事と骨材製進運搬，他において

主に起ぎている。

第 3位は且墜嗅であるが，これは主にずい道工事

に起きている。

ニ第4位は「(3)トラック，パワジョベル，他」である

-2-



が，これは骨材製造運搬他において主に起きている。

＊ 第 5位は「(6)ケーブルクレーン，軽索」であるが，

これらは主にえん堤工事と発電所工事において起き

ている。

へ 第 6位は三星関係の災害で主に骨材運搬に起きて

いる。

3-3 人力作業及び行彫中における災害の内訳

第 3表は入力作業及び行動中の災害の作業別の内訳で

ある。

第3表 人力作業及び行動における災害の内訳 （数宇は重傷者及び死亡者数）

------.. 
・・-----. 

工 事 I I II III IV V I 全機械運駅
1 隧 道 i 堰 堤！発電所道 路骨材製造 計 災害に対す

作 業 I I i 連蝦，他 ら比率％

(10)掘 削 225 77 

(11)土砂岩石 連搬 71 30 

(12)土 留エ・支保エ 90 2 

(13) 土工用段取•他 50 13 

(14)塑 枠 工 22 29 

(15)コンクリート工・鉄骨鉄筋工 31 32 

(16)構築材料運搬 24 36 

(17)構築用足場・その他 18 49 

(18)その他の作業行動
344 1 

20 

Q9)工場に於げる作業行動 I

第 3表を見て分る事柄を列挙すると，

イ 工事全般から見て最も災害の多い作業は掘削であ

る。担凪はずい道工事ばかりでなく，他のあらゆる

工事においても災害のトップを占めている。

ロ 災害の第2位は「(18)その他の作業行動」である。

これは「V骨材製造運搬，他」という作業に主に起

つているもので，水力発電所建設業においては副次

的な意味の作業ばかり寄集めたもので，特に細分す

る必要がないので一括したまでで，細分すれば数値

は分散する筈である。

、・ ノ、 第 3位は (16)構築用材料連搬で，主にえん場エ

事，発電所工事及び骨材製造に起きている。

ニ 第4位は「(17)構築用足場，仙Jで，主にえん堤

工事及び発電所工事において起きている。

＊ 第 5位は土砂岩石の連搬で，ずい道工事に最も多

く生じている。

§4施工機械の運転取扱時における

災害の原因は何か

木節において施工機械の運転取扱時における一ー以後

「機械運転」と略称する一一災害の原因を明らかにした

い。原因を次のように分類する。

直接機械によるもの

a. 機械の故障不傭

b. 機械の運転取扱の不注意

機械に関係の殆どない第三者的なもの

c. 落盤

d. 肌落，落石

3 

38 

13 5 

3 2 

5 6 

10 2 

16 11 

27 ， 
40 7 

24 7 

4 

e. 落下物

f. 土砂岩石崩壊

g. 崩壊物

h. てん倒物

i. 足場から墜落

j • 足がかりから墜落

k. 激突，他

1. 手工具

m. 手動機械

特殊危険物によるもの

n. 発破

o. 電気

p. 圧搾空気

q. 高熱，他

及び

r. その他

54 j ！ 
421 29.6 

16 135 9.5 

7 104 7.3 

14 88 6.2 

5 68 4、8

5 95 6,7 

50 146 10. 3 

1024 0 
138 9.7 

185 13.0 

30 41 2.9 

これら見出しの持つ内容と意味については，脚注を参照

してほしい。

以上の分類により災害原因を明らかにしたものが第4

表である。

第 4表から分る事柄を列挙すると

ィ エ事全般から見れば，原因は「b」, 「c~m」,

「a」の順に多いがほとんど差はない。結局機械運

転災害は直接機械に原因する「a」及び「b」がそ

の州を占めている。

ロ トロ作業においては「c--m」の第三者的厭因が

相当に多い。これはトロ作業が危険な作業簾境のも

とで行われていることを物語っている。
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第4表

----------------- -、-----
作業

全工事における機械運転災害の原因別分類 （数字は死傷者数，但しカッコ内は死亡者数を示す）
•—-·-- - . -・-・-・・ 

原 因 I a b c~m j n I o I p q r 
1 故障不備取扱逓転第三者的発 破電気圧搾空気高熱他その他

の不注意

108 ; 2 1 I 

35 46 6 51 
(1)繋 右IL『 機 (3) (5) 

(2)杭打楓 2 l 

(3) トラック・パワジョベル他 ＇ 
61 29 1 

(16) I (3) 

124 177 l (4) ト ロ
I i (3) (11) (5) 

•• 1 I 
26 36 20 2 

(5)索道 (2) (7) (5) (1) 

(6)ケーブルクレン・転索
24 45 29 
(6) (7) (7) 

(7)デリック・エレベータ他
27 56 37 I 1 
(3) (8) (2) (1) 

18 30 22 1 
(8)クラッジャ・ミキサ他 1 I ， (2) (1) (2) 

7 19 7 4 

I 2 I I {9)コンプレッサ・ポンプ他 (1) 

367 : 14 4 I 7 I O' 
(28) : _ (5) : (2) 

J5. 8 1. 4 o. 4 o. 7 I 0-1 
I I I '  

4-1 ずい道工事における機械運転災害の原因

第 5表にずい道工事における機械運転災害の原因別分

類を示す。

第 5表 隧道工事に捻げる機械連転災害の原因別分類（数字は死傷者数，但しカッコ内は死亡者数を示す）

------------------------ 原因 a b c~m [ n I o p I贔 .r -------- i故障不備取扱，運転第三者的発 破電気圧搾空気高，ヽヽ、他その他
作業 の不注意

計 ! 222 i 408 
(16) (50) 

各原因別災害の全災害に対す ］ 、
る比率 c%) 11 21. 1 4o.o I 

J、作業環境が危険であるということは削岩機作業に
ついても同様である。

゜

゜5 25 35 8 51 
(1)饗 岩機 (3) (5) 

(2)杭打槻 1 

53 6 I I ！ 

6 

(15 I 
77 116 

(4)トロ (2) 

(5)索道
2 

(1) 

(6)ケーブルクレーソ・軽索 i
I 2 

(1) (I) 

(7)デリック・エレベータ他
8 16 10 

I (I) (3) 
c1) 6 I i 

(8)クラッジャ・ミキサ他：I 
6 7 
(1) (l) 

2 I 4 1 2 
(9)コンプレッサ・ポンプ他 I 

計

各原因別災害の全災害に対ず
る比率 （％） 

--,, -———-----——--
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第 5表から分る事柄は

イ 災害の大半を占めるトロ閲係の原因は，その半分

が第三者的なものである。

ロ トロ作業での原因「a」は主としてブレーキ，連

. . 

7! 

42. 1 , I. 9 ; 0. 2 1. 7 : 

結器の故隠不備による暴走，追突，更に軌条の布設

不良の原因と相侯つての脱線等である。原因「b」

の内容は積んだずりの転落， トロ押しのときトロと

トロに挟まれる，或いはずり捨ての際，傾けたトロ

- 4・-



に身体を挟まれるなどである。

ハ 削岩機運転でも第三者的な原因が最も多い。次い

る。

4-2 えん堤工事における機械運転災害の原因

で「b.取扱及び運転の不注意」である。 第 6表にえん堤工事におげる機械運転災害の原因別分

ニ削岩作業での原因「b」は削岩機裾付中，削岩機 類を示す。

が倒れかかつてきたというのが内容の主なものであ 第 6表から分る事柄は，

第 6 表 堰堤工事における機械運転災害の原因別分類（数字は死傷者数，但し（ ）内は死亡者数を示す）

原因 i a I b c ~m  n o p I q r 
故障不備 1 取扱連転第三者的発 破電気圧搾空気高熱他その他

作業 1 の不缶息 I

" 竪沿機 I
2 5 

(2)杭打機

(3)他トラック・パワショベル l 3 

(4)トロ 12 16 
24 

(5)索道 1 3 

(6)ケーブルクレーン・軽索 I 
， 23 13 
(3) (3) (5) 

(7)デリック・エレベータ他 5 7 ， 1 (1) 
(8)クラッジャ・ミキサ他 2 5 1 

(9)コンプレッサ・ボンプ他 4 
61 

1 
2 (1) 

計

各原因別災害の全災害に対す
る比率 (%) 11 

＇ 
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4
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2
 

イ トロ作業については 4-1のずい道工事の場合と

同じことが現われている。

ロ 「(6)ケーブルクレーン，軽索」連転の原因は「b」が

圧倒的に多い。これの内容の大半は，揺れているべ

ケットやキャリヤにはね飛ばされたと云うものであ

ハ 「(7)デリック，エレベータ，他」は主としてエレ

ベータの災害で，鋼索の破損切断即ち「a」，ヶ,...

ジにあふられる即ち「d」等がその原因である。

4-3 発雷所工事における機械運転災害の原因

第 7表に発電所工事における機械運転災害の原因別分

作

る。 類を示す。

第 7 表 発胄所工事にお汁る槻械運転災害の原因別分類（数字は死傷者数，但し（ ）内は死亡者数）

原因 ['a b c ~ m I n o p q r 
---- 故障不備取扱運転第三者的発 破電気圧搾空気高熱他その他

業 のイ＜注意 I I 
- -

(1)繋 岩 様 3 

(2)杭 打 機

(3) トラック・パワショベル 7 
他

12 

(3) 

(4) ト ロ
13 10 
(1) (1) 

(5)索 道 .3 

(6)ケーブルクレーン・軽索 3 

，ヽ 
3 

(7)デリック・エレベータ他
(!~2 I 

5 (1) 

(8)クラッジャ・ミキサ他
1 
(1) 

(9)コンプレッサ・ポンプ他 3 

計

各原因別災害の全災害に対す
る比率 ， 0 (/o-2 

(『jl
25.0 
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6
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虐i
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第 7表をみて分ることは，災害の表われ方が第6表のえ

ん堤工事の場合と相似的であることである。

4-4 道路ェ事における機械運転災害の原因

第 8表は道路工事における機械運転災害の原因別分類

である。

第 8 表 道路工事における機械運転災害の原因別分類（数宇は死傷者数，但し（ ）内は死亡者数）

業

[
-

作

原 a・b  I c ~m  n 

--11 
--- 故障不備取扱連転第三者的発

の不江意

因

右J..Lf 機
3 

I (1)緊

(2)杭 打 機

(3) トラック・パワショベル他 7 2 
(1) (2) I 

‘ 3 5 2 (4) ト ロ

道
1 (5)索

(6)ケーブルクレーン・軽索

(7)テリック・エレベータ他 1 
2 I 1 
(1) (1) 

(8)クラッシャ・ミキサ他

(9)ボンプレッサ・ボンプ他

゜I p I q r 
破 I電気 1圧搾空気1 高熱他 1 その他

計

各原因別災害の全災害に対す
る比率 （％） 

4-5 

4 14 I 
C2) I 

i 14.8 51.91 

骨材製造運搬，他における機械運転災害の原因

9 I 

(3) 

33. 3 I 
I 

I 

第 9表に原因別分類を示す。

骨材製造，運搬；他における機械連転災害の原因別分類

（数字は死傷者数，但し（ ）内は死亡者数）
"'==- -- ----—-—--------------・- ----―-----

~----------------- 原因 a I 
b c~m n o p I q I r -

----------- 故障不備取扱，運転第三者的発 破電気圧搾空気高熱他 Iその他
作業 の不注意＿ ‘ 

11 1 ] 4 

第 9表

'(1)繋

(2)杭

(3) 

(4) 卜

(5)索

岩

打

(6)ケーブルクレーン・軽

機

機

トラック・パワショベル他

ロ

道

索

(7)戸リック・エレベータ他

(8)ク。ラッジャ・ミキサ他

(9)コンプレョサ・ボンプ他

.. -I -

i 

: 

5
 

19 

計

各原因別災害の全災害に対す
る比率 （％） 
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第9表から分る事柄は，

イ トロ作業については他の工事の場合と同じ傾向の

災害があらわれている。

ロ 「し3)トラック，パワジョベル，他」、運転中の災害

は，ここではトラックが主で，連叡が悪くトラック

上より転落したという事例が大半を占めている。

ハ 索道運転中の災害は，キャリヤがケーブルから外

れてぶつかる即ち「aj及びケーブルの点検中ケー

ブルに巻き込まれる或いは墜落する即ち「b」が主

な原因である。

二 「(8)クラッシャ， ミキサ，他」の災害はクラッジ

ャから砕石がとび出して当る即ち「b」及びミキサ

のキ‘ヤに巻込まれる即ち「a」が主な原囚である。

§5 人力による作業及び行動中の

災害の原因は何か

本節において八カによる作業及び行動中ーー以後「作

業行動Jと略称する一ーの災害の原因を閉らかにしたい
原因分類は薗節に準ずるが， 「a」及び「b」は作業の

性質上ここに入って来ない。

第 10表は全工事におげる作業行動災害の原因別分類

である。

第 10表 全工事に衿ける作業行動災害の原因別分類 （数字は死傷者数，但し（）内は死亡者数）
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第 10表から分る事柄は，

イ 作業全般を通じて多い災害原因は，且乙忍&,ll喜
落，及び激突である。
•ヤ"" --が~”ヽ"

ロ 死亡原因から見ると落慇，発破が多く，肌茫及び
白鴫心-』- ・・・・・・-ヽ..』 り--・ヽ゚ ’ 

塁置がこれに沢ぐ。

ハ 肌落落石による災古は主として，
=• ーーゴ- ・-・ — 

山晶諷作業こ多く，作業虞塙0)!訊いこと 1とJ½t} して

いる。

二 塁羞は「(17)椙築弔足場，旭」に多く，足場の架

設撤去作業の危険なことを示している。又三羞が

「国こ饂一疇塾」に多いのは，はつきりし

た作業内容のない単なる通行のときにも案外墜落が

多いことを示している。

ホ 盪睾は「(16)」，「(1I)」及び「(17)」などの物を

取扱迎搬している時に多く生じている。又「(18)」

に激突が多いのは墜落の場合と同様な、意味を特つて

いる。

5~-1 ずい道工事における作業行動災害の原因

第 l1表はずい道工事における作業行動災害の原因別

分類である。
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' 第11表 隧道工事における作業行動災害の原因別分類（数宇は死傷者数，但し（ ）内は死亡者数）

＼＼原因 1羞
~I 
業＼＼＼作

i "'皿 ’巳 J.VJ /日咋 四，物 ら落か落 I 他 I具 I, 奴 紗<. Iヌii' ヌ：＇叫

(10)堀 削
83I 1 ~2I : i I 3 l 3 3[ 11 7 89 2 
(5) (1) 

(11)土砂，岩石運搬 36＇ '2, ！ 3 2 2 10' 3 1 I 2 1 
(I) (2) (1) (2) 

(12)土留工，支保エ ！ 6 3 10 3 3 1 I 
(!) 

(13)土工用段取他 13; i I 2 I 10 5 4 I 10 
(1) (5) (1) 1 (3) 

(14)型 枠 工
3 10 2 2 1 

I 
＇ 

(15) コンクリートゴ
9 51 ! 3 3 

3 1 5 1 1 
鉄骨鉄筋工 (7) (I) (1) 

(16)構築材料運搬 I l 2 I 2 5 2 8 1 1 
(I) (!) 

(17) 構そ築用の足場他
4 . I I 1 4 2 4 1 

I I i I 1, I 2 

(1) 

(18) 作そ 業の 行他 動の
2 2 ， 1 4 4 6 2 I 

(19) 工作場業にお行け動る I 1 I 1 

I (1) 

計，i 64 

I 76 I 31 I 16i I ! , 5! I I 1 ID 8 42i 3(24.0 ) 5 57 
'231 . 6' ! l07 4 I 4 2 2 

(33) (9) (1) (4) (1) (7) 、(!) (27) (2) 

各業比原行率因動別災災害害に対の全す（％作る） I I. 2 30.9 5.4 2.8 0-9 ,. 7.4l 1 10.0 4.n ¥ 1.1 18.8 I 0.1 0.1 0.4 0,4 
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第 11表から分る事柄は，

イ 災害の大半を占めている掘削作業における災害の

原因は主として盪且及び逗認である。発破事故の中

には爆傷によるものでなく，吹き飛ばされた岩片等

が当つたというのが相当多い。

ロ 土砂岩石運搬及び支保工作業においては，，遥上及

び饂塾こよる災害が多い。又支保工作業では羞上立

第 12表 堰堤工事における作業行動災害の原因別分類 （数字は死傷者数，但し（~r~'· ーロTl屑贔!~ ふふ1 贔 I-~丁悶T―羹―-
i 落 1

作業
落下誓，壊！嵐/;墜門誓突エ動機

＇盤，石物石壊物 I 物ら落＇か落他具械破

及び塁薔蔓臨の多いことも注意しなければならない

死亡災害では，羞鼠及び三皇が主要な原因をなし

ている。

5-2 えん堤工事における作業行動災害の原因

第 12表にえん堤工事における作業行動災害の原因別

分類を示す。
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第 12表から分る事柄は，

イ 全体的に云えば落石，激突及び塞落に原因する災
, .''■'- -

害が多い。

災害の最も多い掘削では大半は蓋且が原因である

足場架設撤去では羞蓋災害が最も多い。
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構築材料運搬では盪堡が多い。

5-3 発懺所工事における作業行動災害の原因

発電所工事における作業行動災害の原因別分類を第13

表に示す。

二．

第 13表 発電所工事における作業行動災害の原因別分類（数字は死傷者数，但し（ ）内は死亡者数）
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第 13表から明らかに云えることは，

イ 全般的に見て，塾墨饂盪及び蓋且が原因となつ

ている事故が多い。

構築用足場の架設撤去作業では塁痘が圧倒的に多

し'o

口

掘削作業では過半数が薔且による災害である。

その他の作業行動では塾之が最も多い。

5-4 道路工事における作業行動災害の原因

道路工事における作業行動災害の原因別分類を第14表

に示す。
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第 14表 道烙工事におげる作業行動災害の原因別分類
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第 14表において，掘削作業中における邑藍による災害

が比較的多いのは注意を要する。

5-5 骨材製造運搬，他における作業行動災害の原因

第 15表がその原因別分類である。

第 15表 骨材製造，連搬，その他の工事におげる作業行動災苦の原因別分類

（数字は死亡者数，但し（ ）内は死亡者数）

原

作 業

n
発

破＇
 

m
手
動
機
械

9

,

9

 

＇ ー
手
エ
；
ロ
パ

＇
，
 

k
激

突

他

ら
の
墜
落

．J
足
掛
り
か

'

,

 

；
 

の

墜

落

.
1

足
場
か
ら

h
て
ん
倒
物＇ 

g
崩

壊

物

'
,
_
 刷

嵌

一

土
砂
岩
石

f
 

＇ 

＇ e
落

下

物

d
肌
落
落
石

c

落

盤'
,

 

、

'
,
9

一
因

0

電

気

r

,

9

9

 r
そ

の

他

q
高

熱

他
＇ 

p
圧
搾
空
気

J

、

(10)掘削I
(11)土砂，岩石運搬

(12)土留工，支保エ

(13)土工用段取他

(14)型枠 コ~

--

計

各原因別災害の全作
業行動災害に対する
比率 （％） 

0

)

4

4

 

2
1・（
 

L
 

21 
5‘
ヽ
ノ
ー
）

l

l

 

（

（

 

7

1

)

 I （
 

2
 

1

)

 

（
 

ー2

8

3

 

5

)

2

 

.
-（
 

一

ー
）ー（
 

コンクリート工
(15)碑早碑盆.,I I -

I 

(16)構築材料連搬 I I 4I r /i 21 21 I 21 21 291 
, I I 

(17)構築用足場他' 1'-
¥'ノ

7 5 
I 

2 3 
16 16 

30 1) (I) (3) (2) 

(19)工場における I 1 [ 1 I l 5 
作業行動 I (1)1 [ (l), 1 I 'I I I 

`―9、- - - - - -

10 

3

)

 

3
 
（
 

4
 

．

．

 

し
只
ノ
）

•
5

1
1
 

(
＼
 

41 

F
I
 ・~（
 

2

)

8

 

4

3

.

 

(

3

 
ー

,
i
,
9

ぃ

2

7

 • 

゜

ー
、

9
~

4

)

8

 

2

4

.

 

(

7

 

2
1
[）
 

ヽ

1

,

1

（
 

4

)

6

 
4
2
 

1

3

 

（
 

2
 

＇ 3

)

3

 

1

3

・

 

(

4

 

5
 

ー

'
l
|

＇
,
・

ー
、
ー
ノ

6
．
 

1

1

 

(

3

 

3
 
6

)

 

1

3

 

（
 

9

,

＇’

J

 

7

)

,

 
＆
 

2

4

 

（
 

2
 

5

5
↑
 

II 

ezSI . I 2 
(1) 

4
 

5
 

I 
- --~ 

I I 
30i 90 151 11! 
(3) 

9. s; 29. 4 4. 9 3. 61 
I I 

1

3

 

．
 ゚

＇`
 
ノ

3

)

3

 

1

2

.

 

(

4

 = 

1

)

 

ー（
 

7
 

3 9 
(2) 

1.0 

＿ 
3.0 

―. 10 -



第 15表から分る事柄は，

イ 骨材製造運搬，他においても全般的にながめると

塾聾及び延噂因する災害が多い。

ロ その他の作業行動では激突及び堕落が多い。
" "●● ""一"

ハ 掘削作業においては，蘊且発破，土旦凪れによ

る災害が多い。これは原石山を崩して採石するとき

起つた災害である。

ニ 構築材運搬では皇乞が圧倒的に多い。

§6 機械運転災害の防止方法は

機械運転災害の特徴を前節で作業状態及訊原因の点か

ら明らかにしたが，本節ではその防止策について述べる。

しかし作業状態及び原因は多種多様なので仲々，具体

的な対策を総括的，普遍的に述べることは難しい。のみ

ならず未だはつぎりした結論の出ていない間題も沢山残

されている状態なので，対策というよりはむしろ間題点

の提示であると考えて頂きたい。又間題を代表的な型の

ものに限り，重点的に扱うたてまえから

「二」，「デリック，エレベータ，他」，且羞島

「トラック，パワジョベル他」 「ケーブルクレーン，

竪素」及び「璽星」

に対象を限定した。

6-1 機械の故障不備による災害の防止

イ トロ災害に対して

1. ブレーキ，連拮器，チップラー装置（荷あけ装置）

等の取扱の簡易及び安全化，又作動の確実化。

2. トロの各部の点検及び整備。（特に上述の部分の）

3. ウインチのブレーキ．クラッチ等の点検及び保守。

4. ウインチにおげるベルト，歯車等のカバーの具備。

5. ウインチのアンカーの確実化。

6。 軌条をきちんと布設し，保線に気を付ける。特に

カーブ，継手，ポイント及びずり捨場等は入念に行
" " 

うこと。

7 ずり衿作業のオー
• TI H 0 ロ トマティック化。

8. 車軸距離を不安全な程短くしない。

9. 導坑では， トロ押しの皿逗にならぬようにゆつく

りした空間を与える。

ロ デリック，エレベータ，他に対して

I. ワイヤロープ及び同金具の正しい使用。

2. ワイヤロープ及び同金具の点検及び保守。

3. エレベータ及びホイストにおいてはガイドレー）レ

及び同車輸の点検及び保守。

4. ケージの点検及び保守。

5. ウインチについてはトロの場合と同じ。

ハ削岩機に対して

I. ビット， ロッドの材質及び形状の点検。

2. ビットの切れ味をよくしておく。

3. 削岩機の固定装置の確実化，及び取扱いの箭劫化。

ニ トラック，パワショベル，他に対して

これらの機械の故障に原因する災害は少ない。強い

て対策を挙げるならば

I. 機械の点検及び整備。

2. 天蓋など連転手防護装置の設備。

3. 露出しているギャ，滑車等にカバーを付ける。

等である。

ホ ケーブルクレーン，軽索に対して

I. ワイヤロープ及び同金具の正しい使用。

2. ワイヤロープ及び同金具の点検及び保守。

3. キャリヤの車輪の点検及び保守。 （脱線し易い状

態にあるかないかを）

4. バケットの蓋の開閉装置の確実化と取扱の簡単安

全化，なるべくオートマティックにすることが望ま

しい。

5. アンカーの確実化及び点検。

6. スリング，ワイヤモッコ等吊具の点検及び修理。

ヘ索道災害に対して

I. メインワイヤの点検及び保守。

2. 滑車の点検及び注油。

3. 停電時の対策を予め考えて置く。

4. ・キャリヤのメインワイヤヘの緊碇装置の点検整

備。 J

5. 停車場におげる，ワイヤからサイIドレールヘの切

換え部分の整備。

6. 停車所棧橋の墜落防渡装置の設備及び鯰橋上の整

理整頷。停留所のホームの長さを充分とる。

7. , 積荷をあける場合はなるべくオートマティックに

する。

8. 発着所，到着所近くでワイヤの傾斜を余り急にし

なし'o

9. 信号電話を設備する。

10. 発僭予報装置等の発明考案。

6-2 機械の取扱運転の不注意による災害の防止

イ トロ災害に対して

取扱及び運転の乱暴，未熟，不注意などによるトロ災

害の事例を挙げると。

他車への追突，連絡の不完全のため途中で暴走する，

速度を出し過ぎてフごレーキが利かず脱線及び他車と追

突，軌条附返の作業者との接触，積荷の転落，エニ捨

で荷箱を傾けたとき手を挟む，車輛の連詰時車に狭ま

れる， :f..Q.拾で車台を傾けたとき車と共に倒れる。

など多くの例が挙げられる。これらの対策は

I. 余り速度を出さない。

2. 手押トロの場合，車輛間隔を遥当にあける。

3. 連結器が確実に行動しているかどうかを発車前に

- 11 -



調べる。

4. バッテリカー及びウインチなどで牽引するとき

は，発車及び停車を静かに滑かに行う。

5. ずい道内のトロ線で特にカーブのところでは照明

を十分にし，できれば信号手を置くこと。

6. ・斜面でトロを停止させない。

7. 荷は少々震動しても転落しないよう積むこと。

8. 共同作業では連絡をよくする。

9. エ上捨で車台を傾けるときはなるべく多勢の人間で

行う。

10. トロ作業心得を作成し，安全教育により犀知撤底

させる。

ロ デリック，エレベータ，他に対して

デリックの災害は玉掛の末熟による積荷の落下及び吊

荷が振動してあふられるという事例が多い。

エレペータ，ホイストでは，故障の点検修理中にケー

ジが動く，或いは不正乗車が多い。その対策としては

）． 玉掛しま慎重に。

2. 吊荷の下方に居ない。

3. 不正乗車しない。

4. 運転者と緊密に連絡しながら故障修理を行う。

5. 出発及び停止を乱暴にしない。

6. 荷を載せ過ぎない。

ハ削岩機に対して

削岩機運転中の取扱いの不注意による災害の事例とし

ては「タケノコ」と称する削岩を行って， 「Iミ」を

折つたり抜けなくする場合や，スタンドから削岩機を

取外すとき，或いはスタンドを取外すとき，削岩機や

スタンドを取り落す場合が多い。この対策としては。

1. 削岩機をスタンドに瑕付ける場合，削岩機の「I

ミ」の方向と削岩の孔が一致するようにする。

2. 削岩機の運転の習熟。

3. 異岩質の境目を削岩しない。

4. 湧水の多い，或いは目の多い地質の削岩のため，

スタンドを据付ける時は特に注意して，外れないよ

うにする。

ニ トラック，パワショベル他に対して

この災害はトラックで材料を運搬するとぎの災害が多

く， トラックから荷の積卸しのときの受傷， トラック

上乗り中，急発車急停車したための墜落，運転を誤つ

てトラックが崖から落ちたなどがその主な事例であ

る。その対策は

1. 荷の積卸は無理な作業をしない。できれば機械カ

を用いる。

2. 乱暴な運転をしない。特に発車及び停車は静かに

滑かに，又カーブを切るときも速度を落すこと。

,. 狭い山道のカーブ等においては助手が地上に降り

て車を誘導する。

ホ ケーブルクレーン，軽索に対して

ケーブルクレーン，軽索の取扱の末熟不注意による

事故の例は，

振動したバケットにあふられる及び荷の積み方若し

くは運転が乱暴で積荷が落下して来ると云うのがそ

の大半である。その対策は

1. 運転手は信号手と一体となり運転する。

2. バケット及びキャリヤの下に居ない。

3. バケットを完全に着陸させてからコンクリート

をあける。

4. バケットの吊上げは静かに滑らかに。

5. バケットの吊上げ時にバケットの傍に居ない。

6. 積荷は慎璽に。特に重心を考慮して。

ヘ索道に対して

災害事例としては，不正乗車中の墜落，停留所にお

ける荷あげ中の棧橋からの隊落，滑車点検中の塔か

らの墜落などが多い。

その対策としては

1. 不正乗車しない。

2. 荷あけ作業の習熟。

3. キャリヤの間隔を適当に規則正しくする。

4. 索道運転中，ワイヤ，滑車の点検をしない。

5. 点検は運転者との緊密な連絡のもとに行う。

6~3 機械の運転取扱中の第三者的原因による
災害の防止

機械の運転取扱中の第三者的原因による災害を更に細

く調べるためにトロ 索渭「ケ, -'.;;.... ーブルクレーン，軽索」

及び「デリック，エレベータ，他」について細分類した

のが，第 16表である。

第16表 トロ，索道，ケーブルクレーン及び・
エレベータの連転取扱中の第三者的
原因による災害の内訳

（数宇は死亡，重傷者数，（）内は死亡者数）

＼＼ 原因 落土体 l 物他たれ墜！そ I合

機械

~1::: lf ! !~〗る i ! ~ 
下け に挟
伶腐る：す打ま ［蓋 I 他計一

18 2 177 
(5) (4)トロ

2c 
(2〕

12 20 
(5) (5) (5索道

13 1 29 
3) (7) 

(6)ケーブルク E 
レーン・転索 (3) 

6 3 37 
l) (2) 

(7)デリック・ 4 
エレベータ他

計
56 74 40 
(5) 

38 49 6 263 
(5) (9) (19) 

百分比 21.328.2 15.2 14.4, 18.6¥ 2.3 100 
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第 16表から明らかな事柄は

イ 激突による災害が全体の 6割で最も多い。これを更

に三つに分けると「滑つた，つまづいた」等により身

体をぶつけたと云う災害が最も多く，次いで物を落す

及び他人，物に打たれる，挟まれるが多い。

ロ 落石を始めとする飛来落下てん倒崩壊物による災害

は全体の 2割を占めている。

ク、 第三番目が堅落でこれも全体の約2割を占めてい

る。

ニ 作業別でトロ作業が最も多い。

これらの災害は機械の運転取扱が決して良好な作業環

境のもとに行われているものでないことを示している

が，その防止対策は次節の作業行動災害の防止対策と同

じに考えて差支えないので，ここでは述べない。

§7 作業行動災害の防止方法は

我々はこれまでに，作業行動中の災害を作業状態及び

原因の面から見てその特徴を咀らかにして来たのである

が，次にこれらの災害を滅少し，防止させるのにはどの

ようにすればよいか？

この間題にはなお将来の研究に侯たなければならない

点が沢山残つている。

そこで我々が今述べようとすることは，それが即効的

な対策であると考えるよりはむしろ，将来このような点

を重点的に研究しなければならないという間題の焦点を．

映し出したのだと考えて頂きたい。

第二に作業行動災害の根本原因は，作業環境が危険で

あるということと，作業者及びその指導者一一ー即ち世話

役，号令—逹が安全について十分認識していない，多

少はあつても，突貫工事などという条件のもとではない

がしろにしてつい無理な動作をするという二点にあるの

で，その防止対策をたてるにしても，作業環境の改苦と

いう物の面から考えるのでは十分でなくむしろ，安全教

育という人間の改善の面が重要であるということを注意

して頂きたい。安全教育については次節で述べる。

なお本節では重点主義のたてまえから，第5節で明ら

かにしたように，災害の多い肌落落~. 皿遥及び塾~.

死亡の多い落盤及び発破に間類を限ることにする。
'—— 

7-1 肌落落石に対する災害防止方法

肌落落石はずい道工事＾えん堤工事及び骨材製造運搬

などに多い。その事例を挙げると

イ ずい道掘削—特にコックー―ー中，天盤，側壁の浮

石が剥れて落ちて来る。

ロ ずい道内で，エニ捨，工二積込中，矢板の陥間から

土平上，棧橋及び漏斗口から工二がこぼれ落ちて来

る。

ハ ダムサイト，ダム底盤を掘削屯山腹及び崖J:から

浮石，工.2.,岩塊等が落ちて来る。
ニ 原石山で採石中，浮石，エニが山腹及び酎上から落

下して来る。

等が主なものである。その対策は浮石に対するものと

二に対するものとでは多少異る。先ず共通的な対策は

I. 上下両所での同時作業はなるべく行わない。

2. 上下両所でやむを得ず同時に作業するときは監視

者を置き，上下両方の作業者に合図を送り，又万一

のときは，即座に下方者に警報を発するようにす

る。

3. 保襲帽，安全靴の着用。

浮石に対しては

4. 岩肌を常に点検する，そのためにずい道内では照

明を十分なものにする。

5. 矢板の陥間，折れかかつた矢板があるかないかを

調べる。

6. 発破をかけ過ぎて余分な亀裂をつくらない。

7. 目の多い岩，風化変朽の激しい岩，土丹層，砂礫

層では肌落の危険が多いので特に注意する。

8. 掘削，コソク作業等での身の自由が利くように，

足場（作業溜）の状態をよくする。特に排水は完全

にする。

工上に対しては

9. 土平上，崖縁，棧橋上などにずりを置かない。ずり
""●'' 

のかげらがこのような場所に放置してあつたら，

直ぐ片付ける。

JO. 上方でずりを扱つたり，ずりを置いてある場所を
●● 9■•一・' ... -

遥る者は，下方に絶対に落さないように注意するこ

と。

11. 崖縁及び棧橋の縁などには小石の転落を防ぐ瓜先

板を設ける。

とに角，岩石はたとえ小片でも相当な速度で落下して

来れば，人間に大ぎな傷を与えるものであるから，落石

を生じ易い状態に放置しないこと，落石に遭つても，被

害を少なくするために保護帽，安全靴を着用することな

どが望ましい。

7-2 墜落災害の防止方法

墜落がどのような工事，どのような作業に多いかはこ、

れまでに述べた通りであるが，墜落災害の起きた場所を

もう少し，詳しく調べるために第 17表に示す墜落災害

の内訳を作つた。
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第 17表墜落災害の内訳（数字は重傷及び死亡者数， （）内死亡者数）

---- - --—-------- ------ -- -

場所 i1 i 足場からの墜落 j 足がかりからの堕落 合
I - --—-- -、

歩その作小ダコ I,ツ柱丸型梯 1電そ l 小 I A戸
i l足棋 l 階 l

作業 i み 1の通業1 拿士；昇`梁 の I =口吋
門，橋＇段 I 板他烙置叶 f予 i リ'-~骨 1 太 i枠＿ー予柱 1 他 計ー 1 計

削 !1
II 31 1 I I 2 61 I 7 2 l i i 20 26 

(4) (4) (4) 23 

! ; Ii 8 16 

(10)掘

(11)土砂，岩石運搬 I

2 2 I 1 2 8 5 2 
50 

(12)土留工，支保工 l 4 I 1 6 1 l 1 I 1 4 JO 
(!) I 

I 60 , , 1 ! (Ii (1)1 
I I 

I -

(13)土工用段瓢他 'I 3 2. 1 I 6 13 6 l 3 2 2 ' I 15 281 
I 47 

(1)1 (1) (4) (6) (3) (1) (1) (!) • i (6) (12)! 

31 2 5 _ 2 3 3 9 2 I I 20 25 (14)型枠工
I (!) (!) (2) (2) ! 1 i (4) (5) 20 

I: コンクリート主 1 11 1 2 - I 15 1 1 1 2 / 51 ' 
I 

(15)鉄骨鉄筋工 11 c1) c1) c1) C1) • c2) d~r -75 
(16)構築材料運搬 1j 7 6 1 4 18 4 4 2 1 • 1 [ 1 l 29 

(I) (1) 1 (1) (3): (2) I 
, 62 

!、 I I 
! (2) (5) 

構築用足場 23 4 2 (17) 6! 4 39 3 .'.3 
その他 i I 3! 

4 4 : 3 20 59 
I c2): c2) C4) c1)1 O) (4) (8) I 66 

その他の, 10 11 3 l (18) 21 36/ 2 2 1・1  5 8 19 55 
作業行動! (1) , I (2) (3) (1) 、| (2), (3) (6) I 65 

(19)工場に捻ける，' l 1 1 2, 1 
I I : I 

作 業行動 I I I I 

I 1 1 3 67 

i 

計 66 1t sl 16/•11·1•sl 4{)r―玉―;:; I~Ii'7/ 14 123j 27il 
(3) (2)1 (!) (3)i (9)! (18) (8) (6) (2) (7)1 () (2) (26) (44) 55 

百分比 44.6 11.515,4 10.81 7.7 100[ 32.5 14.6 11.4 15.4 9.0j 5.7 11.4 100 

第 17表に多く現われている代表的な事例を述べると

イ えん堤工事や発電所工事における足場及び橋の

組立及び撤去作業中に墜落する。

ロ ダムコンクリートの摺疇均し作業及びコンクリー

ト連搬のときに墜落する。

ハ 構築材料運搬の際，コンクリートフ、ロック，足場

及び棧橋上より落ちる。

ニ ダムサイトその他の恐斜面で掘削作業中，足がか

りが狭く，崩れ易いために墜落する。

ホ 型枠の組立，取外し中型枠上から落ちる。

が主なものである。特にダムサイトの掘削や，ダムコン

クリートの型枠工は足がかりの十分ない危険な作業であ

る。

防止対策は，先ず足場を作ることのできない場所での

作業のときは，

1. 命網の使用

2. 滑り難い靴を履き，きちんとした身軽な服装をす

る。（第 1図）

3. 長尺物，重鼠物を扱わない。余分な器具材料を掟

行しない。

足場等必要な広さの作業溜があるときは

4. ¥足場板ののせ方，破損，腐朽等を点検する。

5, 通路，作業床の整理整韻。特に障碍物の除去。

- 14~ 

6. 足場，餞橋，糟段の緑或は祖緑などには手摺を設

ける。

7. 硫路及び作業床上に，水，油，砂をこぼさない。

8. 1頃岱している歩板，昇橋には棧を打付ける。
9. ずい道内及び夜間には十分な照明をする。

10. 足場，型枠など収外し作業のときは，順を追つて

第 1 図



慎重に行う即ち急がば廻れ式に行う。叉無理な姿勢

をとらない。一人で無理であれぼ二人で行う。雨や

雪のため足場板や丸太が濡れているときは特に慎重

に。

第 1図はク‘‘ムサイト掘削作業にふさわしい服装の一例

を示すもので，手袋，保襲帽，安全靴及び命網の着用，

更に袖口，上衣裾及びスボレの裾が絞られてブラブラし

ていないところに注意して欲しい。 （この写真は当所博

物館展示中のものを転載）

7-3 激突に対する災害防止方法

激突の災害傾向はこれまでに述べた道りであるが，激

突といつても，多種多様なケースが含まれているのでこ

れを第 18表のように分類した。

第18表激突災害の原因の内訳

（数字は死亡重傷者数，（ ）内は死亡者数）

'-~,, ~~ttl'!! 冒讐 1息1踏そ合
作業 喜 1 亨門誓1抜:,計

―-- - I 

M)掘削 13 1 3 

I 
CTl)土砂・岩石連搬

22 2 2 

(12)土留主・支保工I I 

7 31 4 

⑬土工用段取他，
91 3 

(14)型枠エ 21 I 3 
'(1) 

コンクリート工 131 21 4 (15) 
鉄骨鉄筋工

Q6)構築材料運搬 i 481 121 6 
(1) 

構築用足場 151 (17) 51 5 
その他 I

その他の，I 26 s 12 1 1 ! 48 
(18) 
作業行動 I

工場における 5 I (19) 
1 ,I s 

作業行動 I,
ー・

ロ計比(%)! 6~~~1 1/:1 174;。：。:[>
激突災害の代表的な事例を示すと

イ 材料運搬中或いは土砂岩石の塊を動かしていると

きに， 「滑る，つまずく，足元が動く，足を踏み込

む」などにより身体を，地面や，構造物にぶつける

ロ 雷量物取扱中物を身体に落す或いはぶつける。

ハ 材料取扱中の他人及び物で身体を打たれる。

ニ 共同作業中例えば支保エの樹の立て込み中，呼吸

17 

26 

14 

13 

5

ヽ
~1
 
（
 
19 

7

)

 

6

1

 

（
 25 

が合わずに手足を支保工材で挟む。

など主はものであるが大半が「イ」の場合である。又こ

の災害は手ぶらのときは殆んど起きていないのが特徴で

ある。

その対策は

l. 平坦な道路の確保，例えば枕木の上に歩板を敷き

並べる。

2. 作業面及び遼路上の整理整頓。邪魔物を除く。

3. 排水をよくし，下がぬからないようにする。

4. 無理な動作をしない。特に長尺物，重量物は個人

の能力以上のものを扱わない。

5. 重量物連搬のときは，十分な手がかりを作って持

ち運ぶこと。

6. 共同作業では呼吸を合わす。

7. 照明を十分にする。

8. 滑り難い靴を履く。

7---4 落盤防止対策

落盤は 95%ずい道工事に発生し，しかも非常に死亡

率が高く，ずい道工事，否，全土建業における重大間題

の一つである。

落盤時の作業内容を見ると

支保エ，コンクリート巻立，掘さく，セントル組立て

ずり運搬等

であるが，このことは

イ コンクリート巻立時なかんずく木外しの際，

ロ 丸落し，土平返しのときの支保エ盛替時

などの最も地山の不安定なときに落盤が起きていること

を物語っている。

しかし落盤の原因は複雑である。したがつてその対策

も特効薬的なもものはなく，諸種の原因らしきものの除

去に努めることが最上の道である。そのための注意を若

干列挙すると一

!. 地質を精確に調べ，要注意箇所を発見する。

一般に地上で行うボーリング，物理探査だけでは精

度が不十分で，導坑掘削時の精密鋭察に侯たなけれ

ばならない。
． 

2. 地質に合つた支保エの普請，特に構造，寸法，ス

パン等を正しく選ぶ。

3. 支保エが十分利いているかの点検。即ち，部材の

浮き，ゆるみ，矢板の裏の裏込等を点検する。

4. 支保エの改良。特に鋼製アーチ式の埋殺し形式の

もの。

5. 発破技術の進歩。

6. 施工速度のスピードアップ，特に掘削から巻立て

までの時間的ギャップの短縮。

のようなことが考えられる。

7-5 発破災害防止対策

発破災害は殆んどずい道工事に起きている。それは何

故かと云えば，発破事故が大半逃げ遅れと，不発薬の暴

発に原因していて，このような原因が特にずい道工事で
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作られ易いからである。

先ず逃げ遅れの原因は

イ 足場が悪く，点火にひまどる。

ロ 導火線が湿つて火の付ぎが悪く，又火種が消えた

ため点火にひまどる。

ハ 導火線が早燃する。

ニ 足場が悪く退避にひまどる。

不発の原因は大半が

ホ 湿つて導火線が火を伝えない。

である。しかし発破事故の原因も非常に複雑で，単一の

原因によると判定できることは余り無い。したがつてそ

の対策も，事故を起しそうな色々の原因を除くことによ

つて，始めて立つものと考えて差支えない。それらの点

を若干述べる。

1. 点火行動を確実迅連にするために環境を整理整順

する。

2. 点火用具，火糧等は二・.1固以上用意ずる。

3. 湧水地区では徘水につとめる。

4. 湧水地区では火糧を保護する。

5. 導火線を湿気から防護して貯蔵する。

6. 危険区域を明示し，退避所を確保する。

7. 退避及び点火の合図等は明確に行い，且つ十分の

退避時間を確保する。 （発破時計などを利用する）

8. 爆音数を数えて不発がないかを確かめる。

9. 不発の処理は棋重に。

10. 発破係の合図があるまでは，発破現場へ戻らない

11. 発破をかけ過ぎない。

§8 安全管理の仕方は

8_:__ 1安全教育

8-1-1安全作業しヽ得の作成

労働者に安全教育をするにはその資料が必要である。

然しこの安全資料には安全管理の進歩の段階によつて夫

々それに適したものが作らなければならない。その作成

に当つては大含くわけて次の二つの行ぎ方がある。

1) 作業中におげる不安全行動，機械取扱者に対して

過去の災害例によつて不安全なるもののみを取除く

即ち禁止して行くようなことを羅列して行くのであ

る。

この方式では禁止事項の羅列に終始している。

2) 作業の正しいやり方を長い経験を有する優秀な作

業者を通じて，そのあるべき姿，やり方そのものを

順序立てゞ手順とやる要領を記述しまとめる。

1)の方法は一般に初歩第一段階の方法である。 2)の方法

は進歩した積栢性のある方法であるが，なかなか手数が

かかりよい理想的方法ではあるが，第一段階としては一

寸手がつきかねる方法であり，特に発鸞所建設工事のよ

うな作業においては，その作業の性質上採用することが

困難のように思われる。

そこで先ず発電所建設事業においては一番採用し易い

第一の方法を選ぶ方がよいと思われる。然し第一の方法

にしても詳しく云えば色々のテクニックが具体的には必

要である。今一般的に必要だと感ぜられる作成にあたつ

ての注意事項を挙げると次のようである。

1) 無味乾燥な禁止の顕列事項のみに終始しないよう

に一種のうるおいをもたせ読み易く，したしみ易く

理解し易いようにする。

2) 何故その事項は不安全として禁止するかというわ

けを作業者にわからせるようなしくみにする。

3) 過去の災害事例等を出来るだけ簡単に，その禁止

事項の各々のすぐ後に記ずるようにして，自らそれ

が守られない結果はどうなるかということを自ら悟

るようにする。

このような要領で作成される安全作業心得もこれが安全

管窪者のような者が 1人で考え苦心して作成するより，

各班仕事に応じて夫々自分のやっている仕事を通じて原

案を出し，これを適当に補正し，脇議を経て完成するこ

とが必要で，最側から万全なものを出すべく年月を費し

ても災害は待たないからなるべく短期に作成して，必要

の郡度これを訂冗，補促して次第に完全なものとする方一

がよいと思われる。不安全動作の具体的事例については

資料 1を安全作業心得の事例については資料2及び 3を

参開して欲しい。

8-~1-2 指導者，監督者の安全指導教育

安全作業しヽ得力；作成され，これが労働者が作業中に守

らるべきものとして，印刷野付されても，単にこれによ

つて機械的に安全教育の目的が逹成されたということは

云えない。なぜならばこれはよく読まれよく理解され充

分にこれを守る心構えにならなければ目的が達成されな

いからである。労働者が受阪つてボケットに納い込まれ

たのではその折角の苦心も水泡に帰するからである。こ

れが充分に効果を発揮するためにはその資料に基ずいて

教育が行われなければならない。無論教育という意味は

。皆を一堂に集め，特別の時間をさいて話するということ

を意味しているわけではない。現場の作業を通じてその

作業をする時に指導して行くのである。

このためには先ずその指導者，監督の立場にある者が

充分にこれを珪解し，協力をしなければならない。 （こ

こに指導者，監督というのは 3人4人の小数でもよいか

らその中の指導的な立場にある人をいうのである。）この

ために指導，監督にあたるものとして安全作業に対する

部下指導のテクニックが教育されなげればならないと思

われる。 9

8-1-3末熟労働者に対する安全教育
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作業はすべて修熟してくる程要領よく能率をあげ又傷

害をその作業によつて受げることもないような技能が確

実に身についてくる。そして未熟のときはそのことによ

つて傷付いたり，又少なくともその可能性の多い作業で

あつても体のこなしがよくなり，傷付いたりすることの

ないように作業の形がきまつてくる。これはその上逹の

程度は人によつて異るがその作業する過程に捻いて本人

自身は特にそう意識するということなくしても， とも角

もそのように作業自身が安全化されて行くものである。

然しそのようになって行く過捏において大なり小なり災

害によつて傷付いたことが 1つのチェックボイントとし

てこれが規制され，作業の形が次第にかたまつて行くも

のと思われる。ともかくも末熟者は作業がかたまつて居

らないのであるから，そのまま放僅しておけば自然に災

害という過去の失敗を繰返すことになるから，これを特

に防止するために安全作業しヽ得により蜆場の作業そのも

のを通じてそこの指導者から指導，教育されることが必

要であると思われる。

特に水力発電所建設工事というのは工程の階級に応じ

て所要人数も異り，それに伴つて未熟者が多く作業し

又その転出が激しいので困難性にあるが， この末熟の者

に対しその直面する作業を通じて指導者が安全を教育す

ることが災害を防止する上に唯一の方法であると思われ

る。

8-2 作業条件の安全化

作業条件の安全化を要約すると次のようになる。

イ 施工機械の整備点検

各施工機械に対して専任の点検整備者を協く。

整備は予め作つた整備基準に従つて行う。

点検は予め作つた点検表に書き込む。

ロ 施工機械に対する安全装憐及び防護装置の発咀考

案。

，、 設備及び作業環境の整備点検。

少なくとも，ずい道現場，えん堤硯場には専任の安

全点検者を置く。

ずい道現場点検者は，ずい道内の浮石を調べ，支保

工及び矢板の異常の有無，通路，棧橋，ずり恰場な

どの整理整頓及び異常の有無，及び照明が十分かど

うか等を点検する。

えん堤現場点検者は，ダムサイト，崖上に浮石，岩

塊がないか，足場，棧橋，ずり捨場などに異常がな

いか，よく整頓されているか，各種通烙作業所に邪

魔物がないか等を点検する。

ニ 堺具の点検及び修理。

ホ 安全器具の発明考案。

ヘ 防詭具，保護具の使用。

なお施工機械の整備基準及び点検表については資料4

を参照して欲しい。

8-3 安全の推進

8-3-1安全意識の品楊

安全は安全管理者のみが行う者でもなく，経営者のみ

が行うものでもなく，労働者のみが行うものでもない。

そのすべての者が協力してこそ初めて安全は著しく推進

されよい実績を収めることが出来るものである。

このためには安全意識が品楊されなければならない。

安全意識が経営者飼め労働者 1人 1人の隅々まで侵透し

たとき安全意識が自ら品楊されてくる。安全意識を品楊

するには凡ゆる機会をとらえて安全を注入するようにす

ることが必要であつて， これは安全迎間の時のように年

に 1回これを刺戟し晶楊するような方向に持つて行くよ

うなものでなく，これは辛抱強く所謂手をかえ，名をか

え色々のものを通じて行うことが必要である。安全に対

する如何なるよい効果的な品揚方法であつても，それが

永年一つで行くと，その刺戟が薄れて，低調となるもの

であるから，或期間過ぎたなら必らず他の方法で晶揚す

るようにすることが必要であると思われる。そして他の

事業場で効果のあつた方法を参考することは結構である

が，なるべくそれを参考として自分のところの事業場現

場によく合つたような新鮮味のある独特のものであるこ

とが望ましい。同じようなことを唯単に機械的に取入れ

た応けではどうもその効果は必らずしも充分に欺せられ

ないように思われる。

水力発電所建設事業のようなものては特に困難性はあ

るが，先ず皆が安全という方向に頭を向けさせることが

第一であると思われる。これにはポスターや，標語のみで

なく，その実体に触れたような晶楊の方法が望ましい。

このためには労務処理の方向に携わる人々の絶えざる新

らしい方法の案出により初めはなかなか動かなかつたも

のも少しずつ次第に動いて一つの大きな運動となるよう

な安全意識の晶楊が得られるように辛抱強い推進を期待

するものである。

8-3-2安全競争

災害を減少させるには全員の協力が必要であるが，こ

れを具体的な形として展開されるものの一つに安全競争

がある。従つて安全競争は唯単に機械的にこれを採入れ

ても効景は挙らない。労働者の競争と云う心理的なもの

を利用し，又皆がこれをよく安全競争の規定をのみ込ん

で，よしやろうと云う気持になつてスタートラインに並

ぶようにしむけることが必要である。このためにはその

競争規定の作成に当つてもよく職場の指導者の意見を充 '~ 

分取入れて，皆が納得するところのものでなければなら

ない。又歳場の全労働者がよしやろうと云う気を起させ

るためには矢張り，膀利を摸得した場合に於ける全員が

心的，物的再方面から或る程度の満足するような一つの
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入力が必要であつて，これがないと折角の試みもその目

的を果すことが困難である。

尚安全競争には勝利しようとする方面へのみ力が必要

であるが，他面一番悪いグループに刺戟を与えるために

一番悪い所には一番悪いと云う証拠に皆のいみ嫌うよう

な一つのジンボール的のもの（例白家，エイトボール等

々）をその職場に持ち込み，あんなものが来てはたまら

ないと皆が励むような方法即ち下の方から追つてその成

績をよくしようとするような方法もある。

とも角も安全競争によつて災害の減少と云う効果を得

るためには労働者全員の協力を得るように色々の方法を

考えなければならない。そしてたとえこれによつて災害

の祓少が著しくあつたとしても，これは非常によいと何

時までもこれを続けているとこれは労働者に対する 1種

の心理的刺戟であるから時が経つに従ってその効果はな

くなつてしまう。それであるからこれは或る期間例えば

3ケ月位としてその期間が来たならば一応きりをつけ

て，暫く時をおいて適当な時期に再び行うようにした方

がよい。そしてその時は罰回の欠陥を補正して新らしい

気持ちで行うようにした方がよいと思われる。

この安全競争というのはどこまでも 1稲の心理的刺戟

であるからこれのみに頼らず，一方には桓久的な対策を

例えば安全が作業そのものを通じてしつかり身につくよ

うな方法，或いは作業環境的な条件その他からの改善を

企てることが必要である。

6-3-3無災害記録の樹立競争

安全競争は災害が非常に多い時にはこれを手取り早く

滅少させるためによい方法であるが，これが数回繰返さ

れ，或いはこれによつて災害が非常に減少したような時

にはこれを再びやることは効果が挙らない。即ち或る期

間中に夫々のグループで災害の「無」の所ばかり出来て

は等級もつけられないようなことになる。然し災害は襦

在性をもつたものであるから，矢張り安全に対し手をゆ

るめることは出来ない。このような次第によい高い段陪

に達した場合には高度な方法として無災害記録の樹立に

対する競争がある。

これは無災害の時間がどれだけ続くか，その総時尉］に

対する目標があるから全員が一団にこの目標時間に向つ

て努力をすればよいと云うことになる。作業環境や条件

の悪い水力発電所建設工事のようなものではこの段隈に

於いての努力は容易のことではないが，然し既に樹立さ

れたところもあるのであるからこれに向つての努力か皇

ましい。これを達成するためには一段と嵩度な作業者の

チーム・ワークが必要であり，又このチーム・ワークは

仕事自身にも好影響を及ぼし，職場に於ける作業規律，

安全作業心得の励行にも大いに役立つことである。

8-3-4指導者の未熟者に対し作業を通じての安全推
進

水力発電所建設工事にはその事業の性質上労働者の転

出等が頻発のために，労働者の構成として安全に対して

意識の薄い未熟の労働者が多い。このことが作業環境及

び条件との悪いことと相侯つて災害の発生が高い。

このために未熟者に対し作業を通じて安全教育を行う

ことが必要で，これにはその班毎の指導，監督する者が

充分の関いを持つて，安全作業が徹底して行われるよう

にその作業方法を教え，又これが励行されているかよく

見とどげることが必要である。

指導者の責任というのは，唯所要の仕事を遂行しさえ

すればそれで何でもかまわないと云うようなことではな

く，よい指導者と云うのはその仕事が能率よく，安全に

遂行されると云うことを必要条件としていると思う。即

ち指導者は安全に対してそれが安全に行われるように部

下に対して教え導き，その励行を監視する責任，義務が

ある。このことはそう容易のことではない，その相手の

一人一人にそれぞれの段階に応じた適当な指導方法があ

ると思われる。教えると云つてもそのテクニックもなか

なかむずかしいが， とも角もそれが遂行されなくては災

害は減少しないのであるから，粗手の非のみとがめるこ

となく自分の教え方も反省，研究してその効果のあがる

ようにすることが必要亨ある。教育というのは唯教える

ということにとどまらず，その効果についてその目的が

どの程度果されたかを最後まで見とどけなければならな

い。そして教える者も教わる者も共に反省してその効果

を高めなければならない。

教わる労働者の方は安全作業心得を守る義務がある等

というと如何にも他人のことで自分に強制されるような

感じを抱くが，これは何も人のことでなく自分自身のこ

とである。何も人から守る義務がある，守る責任がある

等と云うようなことを云われなくても痛い目をするのは

他人でなく自分自身であり，生命の危険にさらされるの

は自分自身であるから，安全作業心得は守らなければな

らないと思う。

かくてこそ捻互にチーム・ワークがとれて，作業規律

がよく守られ，そしそ仕事自身が能率的に遂行され，又

その作業場の安全が確保されることになると思われる。

以上言葉短かに重要点だけ述べたので或いはわかりに

くい所もあるかも知れないが，いずれにしても水力発電

所建設工事に於ける安全処理は決して容易なことではな

いが，然しとも角安全という問題は他人のことでなく夫

々労働者自分自身の間題なのであるから，それが何らか

の方法によつてよく身の底まで入れば又入られければな

らないと思われるが，災害防止の実を挙げることは充分

と可能なことであると考えられる。
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参考資料及び脚注

資料 1.不安全動作の事例

イ 上下両所で同時に作業する。

例えば下で未だトロの位慣を正しているのにずりを漏

斗より落す。或はダムサイトの中腹で掘削作業中その

下方で作業する等。

ロ 足がかりの悪いところで重い物を扱う。

例えばジャックハンマを肩にして，足場板の渡してい

ない支保エ丸太の上を伝い歩く。

崩れ易い物に足をかける。

例えば転つている石に足をかけて， ト

ロを傾げてずりを拾てる。或は，固定

の十分でないダムコンクリート用型枠

に足をかげる等。

ニ 重い物を動かすとき急激に力を加え

る。

喜三三皇〗三三三；；ここ ／〗］口~14
ける。或は，浮石の真下から浮石をコ

揖

ソクする等。 ］由亡三三門
へ急に動くおそれのある物の傍で作業 叶 7』10-叫ヒ
する。

例えばコンクリートをバケットから放

出している傍で作業する。

卜 乱暴に機械を扱う。

例えば急カーブ上を連度を落さずにトロ押す。

チ 連絡を十分せずに作業をする。

例えばトロを連結中に他の者がトロを動かす。

1J 動力を働かしているときに機械を点検する。

例えば索道が勁いているときに滑車を点検ずる。

爆風圧の及ぶ範囲は，最小抵抗線を軸とし，それと

45° の母線傾斜をなす円師に含まれる空間である。した

がつて円錘外の空間は原則として安全である。しかし円

錘内の空間においても，ある程度以上距つたところでは

風圧が大したものでなくなる。この距離を安全距離と称

し，退避所を設げるときは，円錘外か，円錘内の安全距

離以上離れたところに設ける必要がある。第 1図に安全

此雌を示す。

最小抵抗線は地質，地形により 2本以上あることがある

学l図 安全昨を輝図

安全評育位 1訂複設偏 ィ缶 恢

'Fi~ 
タト

ツ人上、

2 0 O .,..,_ 冒,_~~3面を丸太積斗

にすぅ．

背

3lT'
．
 
」

5
 平
乏

t

T

 

コ``

一え元角位
l. 断面→大きい場合ぱ

安全B巨雛こも大き<.i.. I 

た方が‘よい．

2、｀口に籾似ir:::.1口汁

があれば~'. 1、よりはそ

小を知］用し k方が‘ょ

I..'. 

資料 2.安全作業心得例

安全発破作業心得を紹介する。これは近日刊行予定の

当研究所鱗纂「安全データシート・土木建築編」から要

約したものである。

発破の安全作業心得

§1. 安全区域及び退避

1-1 安全距離

人及び物に発破が危害を与えるのは爆風圧及び飛散岩

石によつてである。

ので注意を要する。

1-2退避

1-2-1附近の作業者の退避（略）

1-2-2発破手の退避

イ 発破手の退避には 2分を見込むのが安全である。

p (以下略）

§2. 発 J 破作業

2-1 発破孔の点検と装薬量

発破孔の点検は次表の項目に随つて行うことが必要で

ある。その目的は次表の要目にあるように，最小抵抗線

及び発破係数を決定して装薬予定星をチエックし，装薬

孔の状態を調べて，迅正発破をかけることにある。

要目 1 項目 1 摘 要
-- - ---- --

最小抵抑①装薬位置を決定 ①大発破では測量する。

線（装菱 する発破孔の方 精度 1 /iooo 

の位置） 向と長さ R小発破ではこめ棒で測
る精度リ100

文
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発破係数①自由面の形 I ①②R試験発破又は
（地形， 1 ②岩石の種類 ， 郁回の発破との比較
地質） 1 ①岩石の風化の捏 1⑤④風化，割目等が著し

度 i い蒻点となるか
④層状，罰目
--・.  . 

装薬孔の①朝水 げ耐水処理の要，不要
状態 1R 薬室となる孔の厄〉装薬の難易，孔は装薬

／ 大きさ i より 1割位太いのがよい
I⑤肌あれ ＠こめ物の填塞効果
I④繰粉の有無 ④殉爆I:生を害しないか

一般に装薬量は

L=CW3 

式中 L: 装薬量 (kg)

C: 発破係数

内部装薬法

外部装薬法

W: 最小抵抗線 (m)

0.01-2 

o. 5 ~ 15 

で計算される。この計算には次の図表を利用するとよい

（略）

発破係数Cは自由面の形，岩石の種類と状態，爆薬の

種類及びこめ物の墳塞状態により定まるが複雑なので試

験発破を行つて決定することが望ましい。

2-2 装薬作業（略）

2-3 点火作業

2-3-1点火前の注意

点火前に次表の項目に述べるような点について点検す

る必要がある。

要目 1項 目一摘＿ 齊
―.  - -

退避 ①全員安全区域に ①安全距離表による
退避しているか

R導火線の長さ

電気

発破

R点火者の退避に
要する時間は充 退避通路の装備
分見込まれてい
るか 点火の難易と受持本数

①全回路の導通と ①計算値との差 10% 
その抵抗値

RO. 2Mn以上の絶緑抵
R全回路の絶縁抵
抗 抗が欲しい（メガー）
脚線，母線，
発破器，各結

R5A以上の電流に対し

線部 て （テスター）
R全国路が必要電
流を許容し得る

④ IOmA以下（テスター）

か ＠設計富圧以上
④導通試験器の使
用電流 （テスター）

＠発破器の定格電
圧と使用電圧

-・・・-. -・ 

！①点火具の整備 1 ① 2ケ以上用意

導火線:R導火線 互退避に必要な時間を確
長さ 保する。齋火し易いか，

発破 l 荒火 品質不良，湿っていな
立消えの恐れ 1 いか，50cm/mmかが標
焼焼速度 ！ 準。火焔長 8~10cm以
点火能力 上

2-3-2電気発破（略）

2-3-3導火線発破

イ 連続点火数

原則として点火作業は 1分以内で終ることが望まし

い。そのためには連続点火数は下表を楔準とすること

が望ましい。
-- --- -、—--

導火線の長さI1. 5m以上J1. 5~0. 5ml O. 5m以下

連続点火数 10発以下 5発以下連続点火しない
- -

ロ点火具

点火具としてカンテラがよく，念の為 2ケ以上用意し

て捻く。又同時点火具（集束導火線）を用いるのも，

点火時間の短縮に放果がある。

ハ導火線（略）

§3. 爆薬の貯蔽及び取扱 （略）

資料 3.土工現場の点検要 r―例

(11 ヤマのくるおそれはないか。

(2) 根伐の周囲は常に片付けられているか。

(3) 根伐中上部附近に重菫物が置かれてあるようなこと

はな¥.,¥か。

(4) 安全な勾配が保たれているか。

(5) 落石を避げるため浮石の除去その他適当な処置がな

されているか。

(6) 雨水，地下水等の排水のため適当な処置がなされて

いるか。

(7) 安全な勾配が保たれてないとすれば適当な土留を施

してあるか。

(8) 下掘をしてヤマのオ3それある場合充分経験のある監

視人（批話役，小頭）査つけているか。

(9) ヤマを避げるため遥当に上部の切落しがなされてい

るか。

(10) 掘方個所と積込個所とに安全な間隔がおかれている

か。

資料 4.整備基準及び点検表例

旅工機械の整備基準及び点検表の例として， トラック

タの例を述べる。

このトラックタの整備晶準及び点検表は， 日本建設機

械化協会編「建設機械整備基準」の抜族である。
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トラクタ整備甚準及び点検表

§l. まえがき

トラクタは各種のアタッチメント（ドーザ，モビロー

ダ，ウインチ等）を附し，或いはスクレーパ， Jレータ等

を索引して種々の作業を行うが，他の建設罠械に比し，

比較的ニンジン出力，伝達トルクが大含く，作業条件が

苛酷な場合が多いので，大規模な事故の発生する率が大

きいかち，点検，整備には万全を期さねばならない。特

に注意せねばならぬ点を記せば次の適りである。

1. 特殊の作業条件に於いて使用する場合

水中，泥摩中，雨中，雪中，寒冷時，等で使用する場

合は，特別整備要領の項を参照のこと。

2. 各部ボルト，ナツト類

不整地の走行が多く，緩衝装置の関係上，衝撃が多い

ので，ボルト，ナット類のゆるみ，脱落等が多いから点

検，しめ附けは充分に行うこと。叉廻り止めに注意せね

ばならない。

3. 走行装置

トラクタの中で最も磨損の多い部分である。特にトラ

ック（履惰）の張りは常時点検，調整して置くこと。ゅ

るみ過ぎの場合は下部ローラ，上部ローラ，誇導輪，足

動輪， トラックリンク等の異常磨詫の原因となり，甚し

い場合は車体の他の部分に接触して，これを磨損せしめ

ることさえある。又張り過ぎの場合は起動輪，誘導輪の

ベャリングを過度に磨耗せしめる。何れも修理費が嵩む

部分であるから，特に注意せねばならない。

4. 熔接による再生修理

下部ローラ，上部ローラ，誘導輪，起動輪， トラック

リンク等は磨能が激しいが，熔接肉盛，鉄板の熔接等特

別の再生法があるから早期に行うのが望ましい。

5. トラック（履帯）

トラック（履帯）には絶対に給油してはならない。

6. パワーコントロールユニット，

油圧ドーザ装置

ドーザを操作するこれ等の装置は，機能が不完全であ

るとドーザとしての作業能力が著しく低下する。

7. 新車又は 1200時間整備完了後の機械

製作されたばかりの機械又は 1200時間漿備で全部を

分解組立した機域は，各部が充分になじむ迄(60~120時

間）は，作業量を 60~70%以下におさえ，ていねいに

使用せねばならない。特に油類は早めに交換の必要があ

り，毎月整備要領に記してある通りに給油を行うこと。

又ボルト，ナット類のゆるみ，脱落，水，燃料，潤謂油

等の洩れに充分注意せねばならない。

§2. 毎日整備要領

1. 作業前点検

(I) 外観

(i) 各部ボルト，ナットのゆるみ，脱落（務に下部

ローラ取付ボルト，ジェーボルト，イコーライザー

スプリングリッフ゜ナット，排土板取付ボルト， ドー

ザ油圧装置各部等）

(ii) クランクケース及びエヤクリーナの油量，汚れ

(D. E., S. E. 共）

(iii) 燃料及び冷却水の有無

(iv) ドーザ作動ワイヤ

(v) 必要箇所への給油（給油表参照）

(vi) オートクリーン式フィルタに於ては回転子の回

転

(vii) ファイナルドライブケースの潤滑油の洩れ

(vii) ドーザ油圧装置の作動油フィルタがオートクリ

ーン式のものでは回転子の回転

(2) 運転

(i) エンジンの調子（排気，音，浪れ，加速状況，

振動）

Ci) 各計器の読み（油圧，燃圧，水温，電流等）

(iii) 各部の異常（異音，洩れ等）

(iv) 主エンジンクラッチ，操向クラッチ，ブレーキ

ミッ -1/•ョンレバ， P.C.U. クラッチ， P.C.U. ブレ

ーキ及び始動エンジンクラッチの作動状況

（註．作業前，工‘ノジン始動後低速 10分，中連5分

の空運転を必ず行う）

2. 作業後点検

(i) エンジン停止前には中連にて 5分間の空連転を

行う。

(ii) バッテリスイッチを切る。

(iii) 各部の清掃

(iv) 燃料の補給（なるべく燃料タンクー杯に）

(v) 各部の洩れ，部品の脱落

(v;) 屋内に格納するかジートをかけること。特に排

気管，電装品，計器類には防水，防塵のカバーをす

ること。

3. 特殊の状｛牛て使用の場合

水中，泥淳中，雨中，雪中の作業，限埃甚しい場合，

寒冷時等に於ては特別整備要領参照。

§3. 毎週整備要領（略）

§4. 毎月整備要領（略）
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§5 特別整備要領

トラクタを泥檸地，水中，雨中，雹中，塵埃の甚しい

場合，寒冷時等で使用の際は，清掃点検，整備，調整は

通常の場合より入念に行わねばならないが特に注意すべ

き事項を記す。

1. 泥滓中，水中，馨中て使用の場合

(i) 毎日作業前操向クラッチケースの排出栓が締つて

いることを確認

(ii) 毎日作業後走行装置の清掃を特に注意し，各部の

クラック，損傷，ボルト，ナットのゆるみ，脱落等

を点検

(i'i) 作業後直ちに下部ローラ，上部ローラ，誘導輪，

下部ローラフレーム外部ベヤリング，ダイヤコ‘‘ナル

ブレースメタルに給油

(iv) 作業後主クラッチケース，操向クラッチケースの

排油，排水

(v) 毎週二回位ファイナルドライブの排出辟を隅き，

泥，水の混入の有無を点検，混入していた場合は排

油，洗條，新しい潤滑油を入れる。同時にパッキン，

オイルシールを点検

(vi) 雨中で使用の場合は，作業後エヤクリーナ油槽の

点検，水の混じている時は清掃，油交換

(vi) 雪中で使用の場合は，誘導輪，起動輪， トラック

（履帯）等走行装置より適時雪を除去すること。

2. 塵埃の甚しい場合

(i) 毎日エヤクリーナの油糟の点検，油の汚れている

場合は清掃交換 (D.E. ,S. E. 共）

(ii) 毎週一回燃料タンク給油栓の清掃，特に内部にエ

レメントのあるものは之に清掃に注意

(iii) 毎退一日クランクケースプリーザを取外し清掃，

注油 (D.E., S. E. 共）

3. 寒冷時使用の場合

(i) 各部の調滑油は，適当な種類のものを選ぶこと。

特に厳寒時で間滑油の粘度が大きい時はニンジンの

OE, 各ギャケースのGOは軽油でうすめるとよい

誘導輪，下部ローラ，上部ローラにOEを注入して

もよい。

(ii) 冷却水はなるべく加熱してからラジエータにを注

入。不凍液を使用せぬ場合は，作業後ラジエータ，

ニンジンクランケース，サーモスタット等により完

全に排水

(iii) 燃料中への水分の混入に注意。毎日作業前後に燃

料タンクより水分を排出 (D.E., S. E. 共）

(iv) 鉦日バッテリ液の量，比重の点換，作業後はバッ

テリを凍らぬ様保存。

(v) 格納の場合はトラック（履帯）が凍詰せぬ様コン

クリート，木材等の上にトラクタを置くこと。

トラクタ毎週毎月点検表

唖

機械番号製作番号 型式

ー--――-一------ ___ 1 ____  _:__ --- - - .- - --------

i I . 
昭和 年 月 日

エンジン番号 車体番号
アワメータの読み 時

記号…••V一異状なし Xー調整を要す xxー修理又は交換を要す 0ー欠陥修理済 C一掃除 Tー締める

Aー調整 Lー特別に給油 S一手入れ

毎遠毎月
点検点検 主ニンジン

l排気，音，の異常

2 クランクケースの油景，汚れ，粘度

I 3 噴射ポンプの油量，汚れ，粘度
―|  

4 ノス｀ルの噴霧状態，噴射圧力

C C 5 ラヂエータ，オイルクーラの清掃
~1~-
C i 6燃料フィルタの汚れ

C 7 油フィルタの汚れ

|―--1-・--1 
8 各部の淵油，濶水

ヽ—＼ヽ――-------

9 各部ボルト，ナットのゆるみ、

A I A IOファンベルトの張り，消能度
', 

/ 11冷却水の量，汚れ、
- -'_,  ー、 （燃圧）
I 12各ゲージの作用，指度 （油圧，
------'-― （アンメータ）
S I S 13エヤクリーナの油量，汚れ
__ ,_ "一

: A 14弁間隙
----,--

1 I 15 

,-----

16 
I_ I 
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, — I 

: 17 

I 
1 , 18 

始動装置 (~! 喜昌;~,~\
M:  セルモータ ／ 

19 (E)排気，音の異常

20 (E)クランクケースの油量，汚れ，粘度

21 (S,E)点火栓の間隙，汚れ

22 汚(Sれ,，E)間マ隙グネトのボイント， ロータの

A I A I 23 (E)ファンベルトの張り，消詫度

s I S I 24 (E)ニヤクリーナの油量，汚れ

Cl 

25 (E)各部の漏油，漏水

26 (E, S,M)各部のボルト，ナットのゆる
み、

I 27 (E)燃料フィルタの汚れ、

28 (のSき,Eき)気化器，チョーク，スロットル

29 (E)クラッチの切れ，すべり

30 (E)ビニオンの噛合，もどり

A I 31 (E, S)弁間隙

32 (S, M)始動スイッチ炭断

33 (どSり,M，)変形セルモークビニオンの飛込， も

34 

35 

電気装置
.. 一

36 バッテリの液面，比重

37 バッテリの破損，端子の汚れ

38 配線

39 予熱栓

40 ダイナモ

41 

42 

伝動装置

43 主クラッチの音，接断，すべり

44 主クラッチ及びマーク内の汚れ

45 ミッションの音，噛合，抜げ出し

46 変速レバーの動き

47 ミッションケースの油菫，粘度，汚れ

A I A 48 
I 
, I 

! 49 

-------1 -

i 50 
--- -, 

A A 51 

~~~-: 52 

I 53 
―, 1 

/ 54 

I 

! 55 
~-, : 

: 56 
I 

I 57 ―___ , ___ I 
58 

i 59 
I -I 

60 

., : 61 
--—--,~1 

I 62 

操向クラッチの音，接断，すべり

操向クラッチ及びケース内の汚れ

操向クラッチレバーの遊び

ブレーキのきき

ファイナルドライブの音

ファイナルドライブの油量，粘度，汚れ

各部のボルトナットのゆるみ

各部の漏油

ブレーキベダルの運び

走行装置

63 履帯のゆるみ
-------」・---,

I 64 ジューボルト，ナットのゆるみ，脱落

65 
ジュー， リンク，ブッシュ， ピンの割れ
磨耗

66 ワッジャの割れ，脱落

: 67 ＇ 起動輪，誘導輪（割れ，取付部のゆるみ、
給油）

- -

68 
上部ローラ，下部ローラ（割れ，瑕付部
のゆるみ，給油）

: 69 走行時の異常

70 リコイルスプリングの割れ
,-―-

I 71'スプリング調整ボルトの曲り

72 
,-----ゴ

i 73 
I --1 

: 74 
- I I 

I 75 

フレーム
- - --

76 フレヘームの具常（曲り）

77 
ダ‘イヤゴナルブレースの割れ，坂付慧の
ゆるみ

78 スプリングの割れ，取付部のゆるみ

79 フレーム案内ローラ

80 
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I -―- I 
I 

81 

I___ I s2 

パワーコントロール， ドーザ装置

103 

104 

106 
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＇
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9

9

9
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9

9
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[
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―
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-
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-

1
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ギャの音

ギャケースの油量，粘度，汚れ，

クラッチの接断，汚れ，あたり

ブレーキの接断，汚れ，あたり

クラッチ，ブレーキレバーの班び

ワイヤの異常

滑車の振れ，減り

排土板

押腕，取付部

Aフレ-ム

& 5. 1200時間整備要領（略）

測定表

ジリンダーの圧縮圧力 (D.E.) 

No. I No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 

ジリンダ‘ーの圧縮・圧力 (S.E.) 

No. I No.2 

ノズル噴射圧力

No. i No. 2 N, ヽ.3No塁4No.5 No.6 

連転員

助手

注意
ー・ ・

1200 時 間 密父J 匡 備 表

機 械 番 号
. ---- - .... -- - . - .. -

エンジン番号製作所名型- 式

入所

出所

1. ニC. ン／ ジ ン‘

エンジン 120G時間整備表を参照してまとめる。

昭和

昭和

年

年
＾
 

月

月

アワメータの読み

日~~—--
日
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2. 車体各部

車体各部については，基準表の各項目について下記の様な要領でまとめる。

---~-----、--―- ,------—-—, --―-

装

し測

置
I 
部分名 部品番号

i 加修前

定 値 lI

加修後

処置

交

.

.

 

,

9

,

 

ま
用
まのそ

使

-------~--,--~-----―-----------、1

対策 i i 

！ 備考
換： 加了修理
して使用

I I 

： 

I 

本文の表に於ける各分類の見出しの内容及び意味

工事別 などにぢける作業行動。

「V骨材製造連搬，他」．．．…骨材の採取，砕石，選別 原因別

水洗，連搬及び貯蔵。 「 a 」…•••槻械の故障，安全装置の欠除，槻械整備の
倉庫及び貯蔵所までの原材料連搬。 不十分，設備の不備。

宿舎及び事務所の建築工事。事務，炊事，その他 「b」……誤つた，適当でない，末熟な，乱暴な，不

「I~IV」のどの工事にも含まれない作業。 注意な機械及び設備の運転取扱。

作業別施工機械 「e」……土砂岩石以外の飛来落下。

「(3)トラック，パワジョベル，他」・…・・ダンプトラッ 「g」……土砂岩石以外の崩壊。

ク， トラック，パワジョペル，ブルドーザ，スク 「h」……立つているものが倒れかかる。

レーパ， トラックタ。 「 i 」…••足場及び類似の仮設構造物からの墜落。

無軌道ローダ。他無軌道車輛。 「i」……簡単な足がかりからの墜落。

噂）トロ」……手押トロ，バッテリカ，軌道ローク'', 「K」……身体をぶつげたものが主体。

スキップカ，インクライン用ウインチ，軌条の布 「l」……ジョベル，スコップ，斧，挺子などで本人

殴，軌条の点検及び保守等。 ~ 及び他人を傷けたもの。

「(7)デリック，エレベータ，他」……デリック，エレ 「m」…•••カグラサン，チェーンブロック等で本人及

ベータ，ホイスト，ベルトコンベァ，その他「(3) び他人を傷けたもの。

~(6)」以外の揚霊連搬機。 「n~q」•••特殊危険物は他の原因を伴う場合でも特殊

「(8)クラッジャ， ミキサ，他」・・・・・・クラッジャ，ブレ 危険物を優先的に考える。

ーカ，スクリーン， トロンメル， ミキサ， コンク

リートボンプ，骨材秤鷺機，グラウト機等。

「(9) ボンプ，木工機械」·…••排水ボンプ，同モータ，

木工機械，工作機械等。

作業別作業行勁

「(10)掘削」•…••発破作業を含む

「(13)土工用段取，他」……ずり出棧橋の建設及び保

守，ずり拾場の整理，その他「(10)~(12)」に含ま

れない土エ及び準備作業。

「(18) その他の作業行動」•…••土エ関係及び構築関係

のどの作業にも属さないもの。及び作業内容が死

傷病報告書の文面からはつきりしないもの。

「(16)工場における作業行動」……木工場，鍛冶場，

様械工場，骨材製造工場，バッチャープラント，
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